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Ａ．研究目的 

【研究の背景】 

臓器提供の現場において，家族が提供の可否

について意思決定する際，「ドナー本人の生前の

意思」，「家族メンバーの臓器提供に対する態度」，

「施された医療に対する満足度」の3点が影響する

(瓜生原, 2012)。また，臓器提供についての家族間

の対話の重要性が報告されている（Burroughs, 
1998; Harris, 1991; Tymstra, 1992）。 
小児臓器提供における家族の意思決定におい

て，日頃から家族で臓器移植・臓器提供について

の話しをしておくことが重要であるが，その機会は

決して多くない。家族との対話が生まれる最も有用

なきっかけとして，学校の授業で取り上げられること

が考えられる。

2019年4月より，中学校における「道徳」の授業

が必修化され，その教科書に臓器移植が含まれる

動向にある。そこで，中学校教諭が臓器移植に関

する授業を実施できる環境整備，授業をきっかけと

した家族との対話を促すしくみが必要と考えられた。

そこで，2018年度～2020年度の一連の研究では，

「中学教諭が臓器移植に関する教育を実施してみ

ようと思い（行動意図），複数名が実施し（行動），そ

の経験を共有する」ことを行動目標とした教育支援

ツールを開発し，その検証を行うことを目的とした。

その目的のもと，2018年度は中学校における臓器

移植に関する教育の実態を把握し授業実施の課

題を抽出すること，2019年度は，「生命の尊さ」の題

材としての臓器移植の授業について関心を持った

中学教員が，授業実施をするための支援ツールを

作成すること，2020年度は教科化後の授業実施の

実態を明らかにし，支援ツールの有用性や課題の

検証を行うことを目標として研究を推進した。

その結果，授業実施の障壁として，行動への態

度，主観的要因，行動コントロール感が挙げられた

（計画的行動理論）。これらの障壁因子を取り除くた

めの具体的な支援ツールとして，定性・定量調査

結果から様々な情報が一元化され，専門用語など

を理解できるコンテンツや多様な模擬講義の動画

や，実施者の体験談が掲載されているwebsiteが適

切であることが明らかになった。そのニーズに合わ
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せたwebsiteを構築したところ，99.1%の使用意向が

あった。

残された課題は，中学校道徳における臓器移植

を題材とした授業の実態を全国レベルで調査し，

実施率を100%に使づける方法を開発することであ

る。具体的には，全国実態調査を行い，中学現場

の声を聴いたうえで，全ての教科書に掲載されるこ

と，websiteへの授業実践例，工夫点や感想の書き

込みなどの充実を図ることである。

さらに，中学校，高等学校，大学，社会人に至る

まで連続的に，移植医療を通して生命について自

分事として考える機会を提供する環境整備も必要

である。

【3年間の目標】 
2021年度～2023年度は，残された課題を解決す

ること，すなわち，中学校道徳における臓器移植を

題材とした授業の実態を把握し，実施率を100%に

使づける方法を開発すること，中学校，高等学校，

大学，社会人に至るまで連続的に移植医療を通し

て生命について自分事として考える機会を提供す

る環境整備をし，それらをまとめて授業モデルパタ

ーンについてwebsiteや冊子を作成することを目標

とする。 

【2021年度の研究目的】 

研究①の目的は，中学校道徳における移植医

療に関する授業の実施率を100%に使づける方法

を開発するため，全中学校を対象とした実態調査

を行い，行動障壁，ニーズを探ることであった。 

また，研究②の目的は， 中学3年生の子をもつ

親が，道徳，ならびに移植医療について対話を行

っているかどうかについて実態を把握し，対話の有

無が与える影響について検討することであった。 

Ｂ．研究方法 

【研究①】 

対象は全中学校10,189校である。各校の道徳推

進教師宛にダイレクトメールを送り，書面中のリンク

からweb調査（SurveyMonkey）に回答していただく

形式とした。 

調査項目は，使用教科書の出版社名，授業実

施状況，授業実施までの準備，使用した資材，授

業の工夫，websiteに関する要望，実施満足度，今

後の実施意向などであった（詳細は別添P.20）。 

分析は，統計ソフトSPSS（IBM Statistics ver.25）

を用い，集計ならびに2群における両側t検定を行

った（有意水準p<0.05)。 

【研究②】 

中学3年生の子をもつ親1,340名を対象とした

webによるアンケート調査（クロスマーケティング社）

を実施した。 

調査項目は，臓器提供のイメージ，こどもとの対

話の頻度，こどもの臓器提供や話し合いの意図な

どであった。 

分析は，統計ソフトSPSS（IBM Statistics ver.25）

を用い，集計ならびに2群における両側t検定を行

った（有意水準p<0.05)。 

  （倫理面への配慮） 

 本研究では，個人情報を含むインタビュー調査デ

ータやアンケート調査データを用いる。個人情報を

含むデータの利用にあたっては，データの利用期

間や利用場所など，使用ルールの遵守を徹底して

いる。登録者への倫理的配慮として，匿名性の担

保，同意を得た者のみ回答できるしくみとした。また，

回答者は回答結果の送信を途中でキャンセルでき

るしくみを設けた。分析については，各項目を点数

化し，集計を行った。 

Ｃ．研究結果 

【研究①】 

回答者は1,240名（回答率12.1%）であり，そのう

ち回答に欠損値のない857名を解析対象者とした。 

まず，解析対象の教諭に関して，移植に関する

現状を分析した。その結果，意思表示率は22.3%, 

42.2%が意思表示のことを考えていない状況であっ

た。また，意思表示媒体の認知度に関して，所持

者の21%（マイナンバーカード），10%（免許証），13%

（保健証）が記入欄を認知していなかった（別添P.2

1）。臓器移植に関する過去経験に関して，臓器提

供ついて家族と話したことがある人は49.4%，移植

当事者の話を聞く機会があった人は18.0%であった

（別添P.22）。臓器提供のイメージに関して，91.1%

は「役に立つ」と思っているが，「誇り」と思っている

人は51.8%，「身近」に思う人は43.3%に留まってい
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た（別添p.23）。 

次に、授業実態であるが、移植医療について掲

載されている教科書（学研教育みらい、学校図書、

教育出版、廣済堂あかつき、日本教科書、日本文

教出版、光村図書）の採用割合は、2019年度56.

7%、2020年度61.2%、2021年度66.7%と増加してい

た（別添p.24）。また、授業実施率も、2019年度48.

8%、2020年度52.3%、2021年度60.1%と増加してい

た（別添p.25）。 

 授業実施者515名の感想を分析したところ、実施

満足度91.3%（生徒に生命の尊重の大切さが伝わっ

た90.8%、91.7%）、実施の継続意図90.1%（来年度も

実施してみたい88.9%、来年度さらに工夫したい91.

2%）ともに高かった（別添p.26）。 

授業に際し、補助資料に対するニーズが80.9%と

高かったが、実際に使用していた資料は、教科書

会社の資料が33.8%と最も高かった。厚労省作成の

現時点のパンフレットについて、認知度は80.5%と

高かったが、その活用は28.5%であった。今後の活

用意向は85.8%と高かった。また、JOTによる当該パ

ンフレットの解説資料については、認知が49.6%と

半数に到達していなかった。活用は17.4％にとどま

っていたが、活用意向は81.7%であった。一方、ニ

ーズを満たす工夫をしたwebsite「生命の尊重」につ

いては、今後の使用意向：98.9%と高かった（別添p.

27）。 

授業実施者（515名）と未実施者（342名）の2群に

分け、各項目に関して両側t検定を実施したところ、

授業実施者が未実施者に比較して統計学的有意

に高かった項目は、websiteの活用意向、臓器提供

を「想い合う」，「つながり」とイメージしている程度、

移植経験者の話しを聴く機会、意思表示行動ステ

ージ、保険証への意思表示であった（別添p.28）。 

 

【研究②】 

回答者は、中学3年生の子をもつ親1,340名（男

性670名、女性670名、年齢30歳～60歳）であった。

子の内訳も男女同数であった。職業は会社勤務・

経営が40.8%と多かった（別添p.31）。 

子との対話頻度について、道徳で臓器移植を学

んだことについては、一度もない78.9%、一度だけあ

る9.9％、数回ある9.2%、しばしばある2.1%であり、対

話率は21.1%に留まっていた。また、臓器提供・意

思表示についての対話率は29.2%であり、自己決定

（75.4%）や思いやり（74.9%）に比較して低かった（別

添p.32）。 

臓器提供に関する考えについて、子の臓器提供

を承諾する割合は32.6%であり、自身（62.2%）、両親

（37.9%）より低かった。しかし、反対は26.1%であり、

多くはどちらでもないと回答していた。子の臓器提

供に対する考えを知りたい人は57.6%、子と臓器提

供について話したい人は54.3%であった（別添p.33）。 

道徳における移植医療の授業に関する対話の

有り（283例）無し（1,057例）で2群に分け、各項目の

両側t検定を行った。その結果、統計学的有意な項

目は、臓器提供に対するポジティブなイメージ（身

近、誇り、役に立つ）であった（別添p.34）。また、対

話有り群は、無し群に比べて統計学的有意に、道

徳の内容、思いやり行動、臓器提供や意思表示、

自己決定の大切さについて対話する頻度が高かっ

た（別添p.35）。さらに、対話有り群は、無し群に比

べて統計学的有意に、子の臓器提供をしたいと思

い、この考えを知りたい・子と対話したいと思い、自

身の意思決定・表示もしたいと思っていた（別添p.3

6）。 

 

Ｄ．考察 

  研究①において、授業実施率/移植医療掲載教

科書採用率をみると、2019年度86.1%、2020年度85.

5%、2021年度90.1%と、2021年度は、該当教科書を

採用している教諭の9割が授業を実施していた。し

たがって、教科書に掲載されることで、実施の義務

が生じ、ほとんどの教諭が実施している実態が明ら

かになった。さらに、実施による満足度、次年度へ

の継続意図も9割を超えるため、教科書に掲載され、

一度実施することの重要性が示された。 

その授業実施に際して、補助資料を必要とする

割合が8割であったが、厚労省のパンフレット、およ

びその解説資料の活用度が3割以下にとどまって

いるため、その活用を進めることが今後重要である

と考えられた。また、教科書会社の資料の活用度

が高かったため、教科書会社の資料に適切な情報

を掲載していただく働きかけも検討の余地があると

思われた。 
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授業実施者は未実施者に比較して、統計学的

有意に意思表示行動ステージ、および保険証への

意思表示率が高かったことから、授業実施をきっか

けに、意思決定にも向き合うことが示唆された。 

研究②において、道徳で臓器移植を学んだこと

についての対話は21.1%に留まっていた。しかし、

同じ道徳でも思いやりについては約半数が対話し

ていたことから、授業後、家族と対話を促す授業構

成などの工夫が必要と考えられた。 

さらに、対話をしている親は、対話をしていない

親より、子の臓器提供を承諾する傾向にあり、子の

考えを知りたい・話し合いたい、自身の意思決定・

表示もしたいと思っていたことから、いかに道徳の

授業の後、家庭で移植について会話を促すかにつ

いて工夫することの重要性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

  全中学校を対象とした授業実施状況を調査した

結果、該当教科書を採用している教諭の9割が授

業を実施していた教科書に掲載され、一度実施す

ることの重要性が示された。それが、満足度、自身

の意思決定・意思表示に影響することが示唆され

た。また、授業実施を確実にするため、厚労省のパ

ンフレット、およびその解説資料の活用を進めるこ

とが今後重要であると考えられた。 

 道徳で臓器移植を学んだことについて、対話をし

ている親は、対話をしていない親より、子の臓器提

供を承諾する傾向にあり、子の考えを知りたい・話

し合いたい、自身の意思決定・表示もしたいと思っ

ていたことから、いかに道徳の授業の後、家庭で移

植について会話を促すかが鍵であると考えられた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

瓜生原葉子(2021)「オプト・イン方式の国々に共通

な意思表示促進因子の解明」日本臨床腎移植

学会雑誌, 第9巻，第1号, 73-80頁. 

大西崚介, 瓜生原葉子(2021)「中学生の意思表示

行動に資する授業の開発」日本臨床腎移植学

会雑誌, 第9巻，第1号, 81-83頁. 

 2.  学会発表 

瓜生原葉子「非医療系大学生を対象とした授業の

開発」第55回日本臨床腎移植学会（オンライ

ン）2022年2月23日 

瓜生原葉子「臓器移植に関する中学「道徳」授業の

支援ツール開発」第57回日本移植学会（オン

ライン）2021年9月 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

  なし 

 2. 実用新案登録 

  なし 

 3.その他 

 なし 
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